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「うつくしま建設プラン２１」
～２１世紀初頭における本県の住宅・社会資本整備の方向性の明示～

【計画の基本目標】 ともに考え、ともにつくる美しい県土ともに考え、ともにつくる美しい県土

この基本目標の実現に向けて、交流を促進するネットワークの整備や少子・高齢社会を見据えた安全で安心できる生活環境
づくり、個性と魅力ある美しいまち（地域）づくりを重点かつ効果的に進めるとともに、地域のくらしに身近な基盤づくりについても

２１世紀の住宅 社会資本整備の基本的な考え方

施策展開の４つの基本テーマ

くり、個性と魅力ある美しいまち（地域） くりを重点か 効果的に進めるとともに、地域のくらしに身近な基盤 くりに いても
きめの細かい対策を進めます。

２１世紀の住宅・社会資本整備の基本的な考え方

【県土のグランドデザインに立ったより計画的な事業の展開】
持続的発展が可能な地域社会の形成という視点で、大量廃棄社会
から循環型社会に対応した住宅・社会資本の整備を計画的に進め

１ 交流を促進するネットワークづくり
１）広域交流を促す幹線道路網と生活環境を高める地域道路網の整備
２）国内外の交流を活発化する空港・港湾の整備

２ 安全で安心できる生活環境づくりから循環型社会に対応した住宅・社会資本の整備を計画的に進め、
美しい県土づくりを推進します。

【重点・効果的な事業執行】
厳しい財政状況にあっても、県土の骨格となる幹線道路網の整備や
県民の生命・財産を守る河川の整備など根幹的な事業や県民の生活

２ 安全で安心できる生活環境づくり
１）安全、安心な生活環境の創出
２）身近な生活環境の質の向上
３）維持管理の充実
４）危機管理対策の強化

県民の生命・財産を守る河川の整備など根幹的な事業や県民の生活
に密着した生活基盤の整備などは、重点的に進めていく必要があり、
これまでの整備に比べて多少の時間はかかっても着実に進めます。

【量から質への転換】
これからの少子・高齢社会を念頭において誰にとっても使い勝手の

３ 個性と魅力ある美しいまち（地域）づくり
１）自然、景観との調和（環境との共生）
２）環境負荷を軽減する施策の推進（循環型社会の形成）
３）癒しの空間の形成れ ら 少子 高齢社会を念頭にお 誰にと も使 勝手

よい、ユニバーサルデザインの理念や、将来の維持管理を視野に入
れた耐久性の高いライフサイクルコスト重視の視点で社会資本を整備
します。

【建設主体から管理重視へ】

４）都市部の多様な豊かさを享受できる施策の推進
５）豊かな自然環境と共生した中山間地域の施策の推進
６）ｿﾌﾄ対策を含めた地域活性化のための基盤づくり

４ 施策展開のしくみづくり
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本県の住宅・社会資本は、まだまだ整備が必要な状況にある一方、
高度成長期に整備した多くの社会資本ストックが次々と更新期を迎え
ることから、より適正な管理や計画的な更新により、 既存ストックの長
期的な有効活用を図ります。

４ 施策展開のしくみ くり
１）住民参加
２）住民参加のしくみづくり
３）マネジメントサイクルの確立(アカウンタビリティーの遂行)
４）技術の向上と人材の育成（高度情報化への対応）-1-



 

 - 2 -

   平成２１年度 当初予算要求方針について 

                                                  土 木 部 

◆ (県)重点推進分野事業 

１ 予算要求・編成の基本方針 

 「持続的発展が可能な地域社会の形成」を基本理念とする県の長期総合計画「うつくしま２１」の部門別計画として策定した「うつくし

ま建設プラン２１」の基本目標である「ともに考え、ともにつくる美しい県土」の実現に向けて、引き続き、次の『基本テーマ』により施

策展開することを基本とする。 

○ 基本目標の実現に向けた取り組みの４つの基本テーマ 

(1) 交流を促進するネットワークづくり 

(2) 安全で安心できる生活環境づくり 

(3) 個性と魅力ある美しいまち（地域）づくり 

(4) 施策展開のしくみづくり 

  なお、平成２1 年度当初予算の編成にあたっては、県政の３つの柱である「活力」「安全・安心」「思いやり」をもとに、県民のくらし

を支える具体的事業や期待される効果を示しながら、ふくしまを元気にする県土づくりのビジョンを掲げ、メリハリのある予算編成に努

める。 

また、緊急性・重要性の観点から実施事業を見極めるとともに、地域が元気で活気づくよう、県の限られた予算の中にあって、効率的

な財源充当や国の新たな交付金の活用などにより、事業量の最大限の確保を図る。 

 

２ 重点的に取り組む事項 

(1) 交流を促進するネットワークづくり 

縦横６本の連携軸整備の促進 

・国道改築事業（連携軸） 他                      C=  3,295百万円 

観光振興を支援する基盤づくりの推進 

地域自立活性化事業（道路整備他）                   C=  1,370百万円 
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国際物流を支える港湾施設整備の推進 

港湾整備事業（小名浜港東港地区）                   C=  2,124百万円 

 

(2) 安全で安心できる生活環境づくり 

①多発する災害への備え 

水害対策の推進 

・河川改修事業他                         C= 5,353百万円  

◆集中豪雨から命を守るプロジェクト事業             C=      2百万円（新規） 

土砂災害対策の推進 

・土砂災害防止法関連調査事業                   C=   241百万円 

・砂防事業他                           C= 2,735百万円 

地震対策の推進 

・緊急地方道整備事業（橋梁耐震対策）他             C=   728百万円 

◆住宅安全ストック形成事業                      C=   5百万円 

②安全、安心な生活環境の確保 

通学路などの歩道・歩行空間の整備 

・交通安全施設等整備事業他                    C= 4,592百万円 

③生活関連事業の推進 

生活に密着した施設改善の推進 

・生活基盤緊急改善事業                      C= 1,455百万円 

④維持管理の充実 
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予防保全を基本とした計画的・効率的な維持管理 

・維持補修関係事業（部全体）                   C= 10,450百万円 

 

(3) 個性と魅力ある美しいまち（地域）づくり 

都市再生・活力あるまちづくりの支援 

・国道１３号西道路関連事業                   C=   650百万円 

・重要幹線街路事業他                           C=  3,891百万円 

・都市計画推進事業他                       C=    34百万円 

・市街地再開発事業費補助事業                   C=   94百万円 

地域活性化の基盤づくりの推進 

◆元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業            C=    662百万円 

    ・流域下水道整備事業他                     C= 3,884百万円 

◆意欲ある建設業チャレンジ支援事業               C=      9百万円 

◆”魅力いっぱい”磐梯AZUMA、来て！見て！食べて！事業     C=     1百万円 

合併市町のまちづくり支援 

・市町村合併支援道路整備事業                      C=  1,702百万円 

快適な歩行空間の確保の推進 

◆やさしい道づくり推進事業                      C=    600百万円 

ユニバーサルデザイン化の推進 

◆共生のまち推進事業                       C=    55百万円 

建設リサイクルの推進 
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◆うつくしま、エコ・リサイクル製品活用促進事業         C=    2百万円 

 

(4) 施策展開のしくみづくり   

① 公共事業における透明性・競争性・公正性・品質の確保  

・一般競争入札を柱とした総合評価方式など多様な入札制度に基づき、公共事業における透明性、競争性、公正性の確保に努めると

ともに、発注者責任（公正さを保ちつつ良質なものを低廉な価格でタイムリーに調達し提供する責任）を果たすため、品質確保対

策に取り組むとともに、職員の技術力の向上に努める。 

② 徹底したコスト縮減等マネジメントサイクルの充実  

・限られた予算で良質な社会資本整備と適切な維持管理を行うため、工事コストの縮減、ライフサイクルコストの縮減等に取り組む。 

③ 現場主義の徹底  

・職員一人一人が「県民の目線で、県民の望むことを、スピーディーに」という現場主義をより一層徹底し、県民からの要望に対す

る迅速かつ適切な対応に努めるなど、原理・原則に基づいた業務の適正執行を図る。 

 

３ 見直しを行う主な事業 

・箇所の選定に際しては、緊急度・優先度を勘案し事業箇所の重点選別を実施した。 

・さらに、県の厳しい財政状況への対応として市町村の支援事業について見直しを行う。 

  市町村下水道事業費補助金                              C=    192百万円 

       （補助率を「2.0～3.0％」から「1.0～3.0％」に引き下げる。） 

 

４ 平成２１年度の主な新規事業 

○ 集中豪雨から命を守るプロジェクト事業                          C=      2百万円（新規） 



平成２１年度土木部一般会計当初予算要求規模

平成２１年度土木部当初予算要求額 １，０９２億７，０６６万４千円

・前年度土木部当初予算要求額 １，１２２億４，５９１万７千円に対し、２９億７，５２５万３千円の減、 前年度比率は、２．７％の減

・平成２１年度県当初予算要求額 ８，７５４億４，８０６万４千円に対する土木部当初予算額の構成比は、１２．５％

９６．８％）土木部当初予算要求額のうち、公共事業費 ８５７億５，０１７万４千円 （対前年度当初予算比 △ ２８億２，５７５万６千円 ９６．８％）

公共事業費の内訳

・一般公共事業費 ４４８億７，７２１万円 （対前年度当初予算比 △ １９億 ９４万９千円 ９５．９％）

・県単公共事業費 ３０４億２，２６６万９千円 （対前年度当初予算比 △ ９億２，４７６万５千円 ９７．０％）

・維 持 補 修 費 １０４億５，０２９万５千円 （対前年度当初予算比 △ ４万２千円 １００．０％）

※１ 公共事業費は、前年度比３．２％の減。
※２ 維持補修費は、前年度並みを確保（１００．０％）。
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【一般会計】 （単位：千円、％）

平成21年度
当初予算要求額（Ａ）

平成20年度
当初予算額（Ｂ）

増減額（Ａ－Ｂ） 増減率（Ａ/Ｂ*100) 摘　　　　要

8,608,528 8,972,545 △ 364,017 95.9

14,911,962 14,697,442 214,520 101.5

85,750,174 88,575,930 △ 2,825,756 96.8

44,877,210 46,778,159 △ 1,900,949 95.9

普通建設事業費 23,786,660 24,658,256 △ 871,596 96.5

災害復旧事業費 5,243,566 5,732,109 △ 488,543 91.5

国直轄事業負担金 15,846,984 16,387,794 △ 540,810 96.7

30,422,669 31,347,434 △ 924,765 97.0

10,450,295 10,450,337 △ 42 100.0

109,270,664 112,245,917 △ 2,975,253 97.3

【特別会計】

3,300,000 6,700,000 △ 3,400,000 49.3

5,046,460 3,122,844 1,923,616 161.6

12,413,246 13,170,373 △ 757,127 94.3

(3,710,600) (4,288,100) (△577,500) (86.5)

(8,702,646) (8,882,273) (△179,627) (98.0)

20,759,706 22,993,217 △ 2,233,511 90.3

【一般会計＋特別会計】

130,030,370 135,239,134 △ 5,208,764 96.1

○  平成２１年度土木部当初予算要求額の規模の状況

（ 公 共 事 業 費 ）

（ 一 般 事 業 費 ）

維 持 補 修 費

県 単 公 共

合    計

合    計

義 務 的 経 費

一 般 事 業 費

公 共 事 業 費

一 般 公 共

合    計

土地取得事業特別会計

港 湾 事 業 特 別 会 計

流域下水道事業特別会計
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○　土木部一般会計予算額対県予算額推移表（平成６年度～平成２１年度）

平成6年度 平成7年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

当初予算(A) 902,858 910,052 942,672 982,417 1,001,757 1,009,817 1,019,420 1,010,168 959,943 936,633 909,629 925,035 870,929 851,189 840,719 875,448

対前年比(%) 107.5% 100.8% 103.6% 104.2% 102.0% 100.8% 101.0% 99.1% 95.0% 97.6% 97.1% 101.7% 94.2% 97.7% 98.8% 104.1%

最終予算(B) 946,217 986,639 972,482 984,640 1,164,690 1,044,228 1,030,273 1,027,795 983,522 924,294 901,772 911,091 871,655 837,152

対前年比(%) 95.2% 104.3% 98.6% 101.3% 118.3% 89.7% 98.7% 99.8% 95.7% 94.0% 97.6% 101.0% 95.7% 96.0%

当初予算(C) 230,947 214,951 231,674 233,933 219,655 216,689 200,014 190,031 158,754 157,353 145,217 136,298 125,890 116,500 112,246 109,271

対前年比(%) 118.8% 93.1% 107.8% 101.0% 93.9% 98.6% 92.3% 95.0% 83.5% 99.1% 92.3% 93.9% 92.4% 92.5% 96.3% 97.3%

最終予算(D) 238,589 257,774 232,441 221,075 329,544 240,220 213,622 197,939 185,604 146,936 153,984 135,410 132,229 115,020

対前年比(%) 83.8% 108.0% 90.2% 95.1% 149.1% 72.9% 88.9% 92.7% 93.8% 79.2% 104.8% 87.9% 97.7% 87.0%

当初予算(C)/(A) 25.6% 23.6% 24.6% 23.8% 21.9% 21.5% 19.6% 18.8% 16.5% 16.8% 16.0% 14.7% 14.5% 13.7% 13.4% 12.5%

最終予算(D)/(B) 25.2% 26.1% 23.9% 22.5% 28.3% 23.0% 20.7% 19.3% 18.9% 15.9% 17.1% 14.9% 15.2% 13.7%

土木部一般会計当初予算の推移

単位：百万円

構
成
比

区　　　　　分

県
予
算

土
木
部
予
算
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年度
53年度
54年度
55年度
56年度
57年度
58年度
59年度
60年度
61年度
62年度
63年度
元年度
2年度
3年度

年　　度 53年度 54年度 55年度 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度 62年度 63年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度
土木部予算額 100,459 113,224 118,929 125,642 126,540 127,214 124,783 127,957 128,261 138,146 158,491 172,924 181,052 179,466 187,697 194,460

県予算額に占める
土木部の割合 25.0% 24.9% 24.3% 24.0% 23.0% 22.9% 22.3% 22.0% 21.4% 22.6% 24.9% 25.2% 24.6% 22.7% 22.7% 23.1%
県予算額 401,729 454,818 488,843 523,810 549,210 555,412 559,629 581,216 600,041 612,543 635,482 685,704 736,629 789,818 827,163 840,152

年　　度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度
土木部予算額 230,947 214,951 231,674 233,933 219,655 216,689 200,014 190,031 158,754 157,353 145,217 136,298 125,890 116,500 112,246 109,271

県予算額に占める
土木部の割合 25.6% 23.6% 24.6% 23.8% 21.9% 21.5% 19.6% 18.8% 18.8% 16.5% 16.0% 14.7% 14.5% 13.7% 13.4% 12.5%
県予算額 902,858 910,052 942,672 982,417 1,001,757 1,009,817 1,019,420 1,010,168 959,943 959,943 909,629 925,035 870,929 851,189 840,719 875,448

単位：百万円

10.0%
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22.0%

24.0%

26.0%
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30.0%
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百万円
土木部一般会計当初予算の推移

部予算（Ａ）

県予算に占める土木部予算

県予算に占める

1,093億円

平成21年度当初県予算昭和53年度当初県予算

1,005億円
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平 成 ２１ 年 度 土 木 部 予 算 主 要 事 業 一 覧

課（室）名 事 業 名 及 び 予 算 額 新規・継続 補助・県単 事 業 内 容

土木企画課 生活基盤緊急改善事業 継 続 県 単 地域住民の生活に密着した生活基盤のうち、緊急に改善を必要とする
ものについて、地域住民のニーズに即応し迅速かつ的確な対応をするこ

、 、 。とにより 県民生活の利便性や快適性 安全性のより一層の向上を図る
千円1,455,000

技術管理課 うつくしま、エコ・リサイ 継 続 県 単 循環型社会の形成のため、産業廃棄物を活用したリサイクル製品の公
クル製品活用促進事業 共事業での利用促進に取り組む必要があることから、県でリサイクル製

品として認定している「うつくしま、エコリサイクル製品」を実際に使
用するとともに、その機能性等について利用ガイドラインを作成するこ

2,000 とで、リサイクル製品の利用促進を図る。千円

建設産業室 継 続 県 単 建設投資の大幅な減少など、県内建設業を取り巻く経営環境は厳しい意欲ある建設業チャレンジ支
ものとなっているため、新分野への進出により経営基盤の強化を目指す援事業
県内建設業者の自主的な取り組みを支援し、建設業の健全な発展を通し

9,157 て、地域経済の活性化と雇用の確保を図る。千円

道路計画課 魅力いっぱい 磐梯AZUMA 継 続 県 単 磐梯吾妻地域の関係機関が一体となって設立された「磐梯吾妻観光推” ” 、
来て！見て！食べて！事業 進協議会」を中心に、観光推進事業を実施する。

千円984

道路管理課 道路の維持補修 継 続 補助・県単 道路の機能を最大限に発揮させ、安全性・信頼性の高い道路構造を保
特に・道路維持補修事業 全するため、路面、路側、構造物等の維持・管理・修繕を行う。

主要観光拠点周辺や福島空港へのアクセス道路などについては、本・舗装補修事業
県の魅力向上や訪れる方々へのおもてなしの観点から、景観に配慮・道路長寿命化対策事業
しながら「フレッシュアップ作戦」により道路施設の修繕・改修等外
を重点的に推進する。8,357,047千円

橋梁の耐震補強 継 続 補助・県単 安全で円滑な交通の確保を図るための橋の損傷対策及び緊急輸送路上
・橋梁補修（補助） の橋梁耐震補強対策を実施する。
・緊急地方道整備事業 外 〔施工予定箇所〕国道１１４号 第２沢中橋 外

千円578,000

道路管理課 凍雪害・災害対策 継 続 補助・県単 冬期における生活の安定確保や円滑な冬期交通の確保を図るため、ス
道路整備課 ・防雪事業 ノーシェッドなど雪寒施設の整備や流雪溝・消融雪施設等の整備、路面

・災害防除事業 外 凍結防止対策を実施する。
また、斜面や落石土砂崩壊等による重大事故を未然に防止するため、

2,776,960 危険箇所において対策を実施する。千円
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課（室）名 事 業 名 及 び 予 算 額 新規・継続 補助・県単 事 業 内 容

道路管理課 合併市町のまちづくり支援 継 続 補助・県単 合併市町の新たなまちづくりの実現に向けて、合併市町の速やかな一
道路整備課 ・市町村合併支援道路整備 (一部新規) 体化に資する道路の整備を実施する。

事業 〔施工予定箇所〕国道１１８号（松塚ﾊﾞｲﾊﾟｽ 、）
国道３５２号（中山峠拡幅）外、

1,702,000 ＜新規：新法支援＞霊山松川線（逢隈橋）千円

道路整備課 国道の整備（連携軸） 継 続 補 助 七つの生活圏や県際地域相互の広域的な連携交流の軸となる幹線道路
高速道路室 ・国道改築事業 の整備を図る。

・国道第１種改良事業 外 〔施工予定箇所〕国道２８９号（荷路夫バイパス）外
千円3,295,000

継 続 補助・県単 東北縦貫自動車道・福島空港・磐越自動車道を結び、地域間の連携とあぶくま高原道路の整備
・地方道改築事業 交流拡大、福島空港の利用促進など、県内の高速交通ネットワークの一
・地方特定道路整備事業 翼を担う地域高規格道路の整備を図る。
・緊急地方道整備事業 〔施工予定箇所〕主要地方道矢吹小野線（あぶくま高原道路）

千円4,800,000

道路整備課 国道の整備（連携軸以外） 継 続 補 助 地域間の連携交流の促進、都市活動の支援などに資する幹線道路の整
・国道改築事業 備を図る。
・国道第１種改良事業 〔施工予定箇所〕国道２８８号（富久山バイパス）外

千円5,035,000

地方道の整備 継 続 県 単 県民生活の向上と地域の振興・発展を図るため、早急に整備する必要
（ ） 、 、あぶくま高原道路以外 がある地方道について 補助事業と効果的に組み合わせて事業を実施し
・地方特定道路整備事業 道路整備を図る。

2,504,000 〔施工予定箇所〕一般県道壺楊本町線（西舘橋）外千円

地方道の整備 継 続 県 単 発電用施設の周辺地域またはこれに隣接する市町村において、地域振
・電源立地促進事業 興・発展に資する道路の整備を図る。

〔施工予定箇所〕一般県道広野小高線（双葉工区）外
千円2,140,000

地方道の整備 継 続 県 単 一定の地域において、地域の課題に対応するため、緊急に行う必要が
・緊急地方道整備事業 ある複数の道路整備事業を一体的に実施する事業で、地域の創意工夫に

よる個性的な地域づくりを支援する道路の整備を図る。
1,818,700 〔施工予定箇所〕一般県道南福島停車場線（大森工区）外千円

地方道の整備 継 続 県 単 生活に密着した道路の課題に対応するため、小規模で緊急を要する道
・道路整備事業 路及び橋梁の整備を実施する。

1,258,650 〔施工予定箇所〕一般県道湯野上会津高田線（尾岐窪工区）外千円



- -12

課（室）名 事 業 名 及 び 予 算 額 新規・継続 補助・県単 事 業 内 容

道路整備課 歩道等の整備 継 続 補助・県単 歩行者や自転車等の安全確保を図るため、通学路や交通事故多発地点
・交通安全施設等整備事業 等の交通安全対策を実施する。
・緊急地方道整備事業 外 〔施工予定箇所〕国道１１８号（戸塚工区）外

千円5,183,000

やさしい道づくり推進事業 継 続 県 単 高齢者や障がい者を含むすべての人が安全に安心して利用できる歩行
環境を確保するため、歩道の拡幅・段差改善、視覚障がい者誘導用ブロ
ックの設置、休憩所の設置、透水性舗装の舗設等を実施する。

600,000 〔施工予定箇所〕国道２８８号（三春町北町）外千円

電線共同溝の整備 継 続 補 助 安全で快適な通行空間の確保、都市災害の防止、都市景観の向上、情
・電線共同溝整備事業 報通信ネットワークの信頼性の向上を図るため、電線類の地中化を実施
・緊急地方道整備事業 する。

507,000 〔施工予定箇所〕国道１１８号（東町）外千円

近年、集中豪雨が頻発していることから、水災害情報図の作成・河川計画課 集中豪雨から命を守る 新 規 県 単
公表や子供の水難事故を防ぐための出前講座の実施など 「犠牲者プロジェクト事業 、
ゼロ」を目指した取組みを推進するとともに、市町村や関係機関に
よる「 仮称）水災害対策協議会」を設置し、地域と連携した水災2,272千円 （
害対策の推進を図る。

河川整備課 河川改修事業 継 続 補 助 都市化に伴う流域開発等により、人口及び資産の集中が進んでいる地
・広域基幹河川改修事業 域において、安全で安心できる社会基盤を構築するため、河川改修を推

2,117,170 進する。千円
・広域一般河川改修事業 〔施工予定箇所〕広域基幹：桜川（三春町）

180,000 広域一般：逢瀬川（郡山市） 外千円

河川改修事業 継 続 補 助 豪雨災害等に対し、流域一体となった総合的な防災対策を推進するた
・総合流域防災事業 め、流域単位を原則として概ね５か年の事業計画に基づいた施設整備及

び災害関連情報の提供等を推進する。
〔施工予定箇所〕
<施設整備> 伝樋川（伊達市）外

1,032,563 <情報基盤総合整備事業> 新田川（南相馬市）外千円

高潮対策事業 継 続 補 助 高潮、波浪又は津波により被害が発生するおそれのある海岸におい
て、海水又は地盤の変動による被害から海岸を防護するため、海岸保全
施設の整備を推進する。

450,000 〔施工予定箇所〕関田海岸（いわき市） 外千円
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課（室）名 事 業 名 及 び 予 算 額 新規・継続 補助・県単 事 業 内 容

河川整備課 千五沢ダム再開発事業 継 続 補 助 今出川流域において、戦後最大洪水に対応する早急な治水対策が必要
であり、既存の千五沢ダムに治水機能を付加するため、ダムの改築を推
進する。

千円40,000

えん堤改良事業 継 続 補 助 真野ダム等の管理用設備については、経年劣化による故障の増加に加
え、交換部品のストックも底をつき、故障時の迅速な対応が困難となっ
ている。このため安全かつ適正なダム管理に必要な修繕を行う。

千円259,050

砂防課 砂防事業 継 続 補 助 土石流等による災害から人命・財産を守るとともに県土を保全するた
・通常砂防事業 め、砂防えん堤等の砂防設備の整備を図る。

千円935,000
・火山砂防事業

千円591,000

地すべり対策事業 継 続 補 助 地すべりによる災害などから人命・財産を守るとともに県土を保全す
るため、地下水排除施設等の地すべり防止施設の整備を図る。

千円139,000

急傾斜地崩壊対策事業 継 続 補 助 急傾斜地の崩壊による災害から人命・財産を守るとともに県土を保全
するため、擁壁等の急傾斜地崩壊防止施設の整備を図る。

千円299,000

総合流域防災事業 継 続 補 助 土石流等による災害から人命・財産を守るとともに県土を保全するた
・通常砂防事業 め、砂防えん堤等の砂防設備の整備を図る。

188,000 急傾斜地の崩壊による災害から人命・財産を守るとともに県土を保全千円
・急傾斜地崩壊対策事業 するため、擁壁等の急傾斜地崩壊防止施設の整備を図る。

261,000 雪崩による災害から人命・財産を守るため、雪崩予防柵等の雪崩防止千円
・雪崩対策事業 施設の整備を図る。

50,000 土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等を指定するための基礎調千円
・土砂災害防止法関連調査 査を実施する。

千円240,900
・情報基盤整備事業 土砂災害から人命を守るため、土砂災害警戒情報の発表等を行う土砂

10,000 災害情報システムの改築を行う。千円
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課（室）名 事 業 名 及 び 予 算 額 新規・継続 補助・県単 事 業 内 容

港湾課 港湾整備事業 継 続 補助・県単 １ 小名浜港の整備
3,109,157 物流コストの削減、地域経済の発展のための物流拠点の基盤となる千円

(内訳) 港湾施設や臨港道路の充実、地域の防災拠点としての耐震強化施設等
・小名浜港 2,538,357 の整備を図る。千円
・相馬港 570,800 〔整備予定地区〕千円

(1)港湾修築事業 １号ふ頭地区(-4.5m岸壁)、藤原ふ頭地区(橋梁)
(2)広域資源活用護岸整備事業 東港地区(護岸)
(3)港湾整備統合補助 ２号ふ頭地区(防食)
(4)ふ頭埋立造成事業 東港地区(護岸 、５・６号ふ頭地区(野積場)）
(5)荷役機械建造事業 ７号ふ頭地区(7-2号機)

２ 相馬港の整備
本県北部と山形、宮城両県南部を背後圏とする地域経済の振興と背

後地の工業団地を支援する物流拠点としてのふ頭の整備、地域の防災
拠点形成のための耐震強化施設等の整備を図る。
〔整備予定地区〕
(1)港湾修築事業 ３号ふ頭地区(-10.0m泊地)
(2)ふ頭埋立造成事業 ３号ふ頭地区(護岸・埋立)

漁港整備事業 継 続 補助・県単 安全で使い易い漁港施設の整備と漁業地域の活性化を図るため、拠点
漁港の請戸漁港などを中心に外郭施設及び水域施設、環境施設等の整備
を促進する。また、国土の保全を図るため、海岸保全施設の整備を推進
する。
〔整備予定地区〕
(1)広域漁港整備事業 請戸漁港(波除堤)
(2)漁港環境整備統合事業 富岡漁港(南防砂堤)

792,922 (3)漁港海岸保全事業 釣師浜漁港海岸(人工リーフ)千円

ポートセールス事業 継 続 県 単 小名浜港及び相馬港の利用促進を図るため、集荷活動を展開するとと
もに、両港の利便性向上を図るため、船社に新たな外貿コンテナ定期航
路の就航を働きかける。

千円5,999

空港施設室 空港整備事業 継 続 補 助 航空灯火・電力監視制御装置の老朽化に伴う機器の更新、及び滑走路
中心線灯等の高質化を行い、航空灯火の安定・運用を図る。
誰もが利用しやすい空港とするため、バリアフリー化のための施設整

90,000 備を実施する。千円

地域自立活性化事業 空港 新 規 県 単 パイロット養成事業者に対する利便性向上のための道路施設の機能向（ ）
上等により空港活性化、交流人口の拡大を図る。

千円20,000
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課（室）名 事 業 名 及 び 予 算 額 新規・継続 補助・県単 事 業 内 容

空港施設室 空港維持管理事業 継 続 県 単 航空機の安全な運航を確保するため、滑走路、航空灯火等の空港施設
の適切な維持管理を実施する。

千円256,895

都市計画課 都市計画推進事業 新 規 県 単 都市の現状や課題及び地域特性等を踏まえながら、現行の都市計画区
・都市計画区域マスター 域等の見直し・再編を行うとともに、それぞれの区域毎の整備、開発及

「 」 。プラン策定事業 び保全の方針を定める 都市計画区域マスタープラン の見直しを行う
千円17,490

街路交通調査事業 継 続 県 単 魅力あるまちづくりを進めるため、長期未着手の都市計画度道路の見
・長期未着手都市計画道路 直しを行い、都市計画道路網の再編を行う。
の見直し外 〔実施予定都市圏〕白河都市圏、会津若松都市圏、喜多方都市圏

千円16,800

まちづくり推進 地域づくり交流促進事業 継 続 県 単 本県の多彩な風土や観光資源、地域資源の活用など持続的成長が可能
課 662,040 な地域づくりを図ると同時に、交流人口の拡大に結びつく戦略を地域団千円

（内訳） 体・住民や市町村とともに策定しつつ、各主体の役割分担のもと、ソフ
・元気ふくしま、地域づく ト・ハード両面から地域活性化のための仕掛けづくりと基盤整備に取り
り・交流促進事業 組む。

千円428,040
・地域自立活性化事業
（地域づくり）

千円234,000

緊急地方道整備事業 区画 継 続 県 単 一定の地域において、地域の課題に対応するため、緊急に行う必要（ ）
がある複数の道路整備事業を一体的に実施する事業で、地域の創意工夫
による個性的な地域づくりを支援する。

20,000 〔施工予定箇所〕富田東地区（郡山市）千円

重要幹線街路事業 継 続 補 助 都市の交通渋滞などを緩和し、効率的な都市活動を実現するとともに
安全で快適な生活環境の確保や個性と魅力あるまちづくりを支援するた
め幹線道路の整備を図る。

970,000 〔施工予定箇所〕西小原北町線外１線（喜多方市）外千円

緊急地方道整備事業 街路 継 続 県 単 一定の地域において、地域の課題に対応するため、緊急に行う必要が（ ）
ある複数の道路整備事業を一体的に実施する事業で、地域の創意工夫に
よる個性的な地域づくりを支援する。

2,078,000 〔施工予定箇所〕平磐城線（いわき市）外千円
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まちづくり推進 地方特定道路整備事業 継 続 県 単 県民生活の向上と地域の振興・発展を図るため、早急に整備する必要
課 がある地方道について、補助事業と効果的に組み合わせて事業を実施し

道路整備を促進する。
1,093,000 〔施工予定箇所〕小倉寺大森線（福島市）外千円

都市公園整備事業 継 続 補 助 都市公園はレクリエーション活動や自然とのふれあいの場、災害時の
避難スペースや延焼防止等による防災機能、野生生物の生息環境、うる
おいのある都市景観の形成など、多様な機能を有する都市の根幹的施設
であり、安全で個性と魅力ある地域づくりを進めていくため、整備を促

200,000 進する。 〔施工予定箇所〕東ヶ丘公園（南相馬市）千円

公園整備事業 継 続 県 単 都市公園はレクリエーション活動や自然とのふれあいの場、災害時の
避難空間など、多様な機能を有する都市の根幹的施設であり、安全で個
性と魅力ある地域づくりを進めていくため、補助対象外の施設の整備や
既存施設の改修とユニバーサルデザイン化を促進する。

159,926 〔施工予定箇所〕あづま総合運動公園（福島市）外千円

下水道課 流域下水道整備事業 継 続 補 助 快適な住環境の創出と公共用水域の水質の保全を図るため、阿武隈川
上流流域下水道（県北処理区、県中処理区 、阿武隈川あだたら流域下）
水道（二本松処理区）及び大滝根川流域下水道（田村処理区）の事業を

3,664,000 推進する。千円

市町村下水道事業費補助金 継 続 県 単 公共用水域の水質保全等を目的に実施される市町村の下水道事業を促
事業 進するため、県費による助成（上乗せ補助）を行う。

〔 〕 補助率：1.0～3.0％施工予定市町村 福島市外２９市町
千円191,894

下水道調査事業 新 規 県 単 人口減少等の社会情勢が大きく変化していることから、下水道整備の
マスタープランである「流域別下水道整備総合計画」の見直しを行う。
〔実施予定流域〕阿武隈川流域 外２流域

千円27,600

建築住宅課 県営住宅等建設事業 継 続 補 助 住宅に困窮する低額所得者に対し、低廉な家賃の住宅を供給するとと
もに、高齢社会にも対応し得る県営住宅のストック改善等を実施する。
〔住戸改善事業〕2団地42戸

千円589,633
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建築指導課 市街地再開発事業費 継 続 補 助 都市機能の更新や市街地環境の整備改善、また良好な市街地住宅の供
補助事業 給に資する事業（市街地再開発事業、優良建築物等整備事業等の国庫補

助事業）を促進し、魅力ある都市づくりと中心市街地の再生を図る。
〔事業内容〕 市町村事業費の１／４以内を補助する。

93,760 〔事業予定地区〕郡山駅前一丁目地区千円

住宅安全ストック形成事業 新 規 県 単 既存木造住宅の耐震化を促進するため、昭和56年以前に建設された住
宅に対し、建築士を派遣し耐震診断を行う市町村を支援する。
〔事業内容〕市町村事業費の１／４を補助する。

千円4,800

営繕課 共生のまち推進事業 継 続 県 単 年齢や障がいの有無などにかかわらず、すべての人が障壁を感じない
で安心して使用できるよう既存の県有建築物の改修等を行う。
〔事業内容〕(１)多機能トイレ等の設置や改修

(２)出入り口のドア幅の確保
56,002 (３)廊下、敷地内通路の段差解消及び誘導床材の設置等千円
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土木企画課 地域自立活性化事業 継 続 県 単 地域自立・活性化交付金を活用した戦略的・重点的な社会資本の整備
（一部再掲） を全県域で行い、地域づくりや観光の活性化、地域産業の振興等を支援

する。
2,719,000 〔施工予定箇所〕国道２８８号 玉ノ湯 外千円

道路整備1,302,000 一級河川 野尻川 外千円
道路修繕 790,000 翁島港 外千円
河川改良 325,000 福島空港千円

千円港湾改良 48,000
千円空港建設 20,000
千円地域づくり234,000




